
比
嘉
朝
健

「琉
球
歴
代
画
家
譜
」
の
校
異
に
つ
い
て

（１
）

は
じ
め
に

「琉
球
歴
代
画
家
譜
」
は
、
比
嘉
朝
健
が
複
数
の
家
譜
か
ら
絵
師
関
連
の
記
述
を
抜
き
出

し
編
集
し
、　
一
九
二
五
年
に
雑
誌

『美
術
研
究
』
第
四
五
号

・
四
八
号
に
発
表
し
た
研
究
資

料
で
あ
る
。

比
嘉
朝
健
は
、　
一
八
九
八
年
生
ま
れ
。
父

・
比
嘉
次
良
は
当
時
有
数
の
資
産
家
で
、
沖
縄

広
運
株
式
会
社
の
運
営
を
通
し
て
尚
順
と
も
交
流
を
持

っ
て
い
た
。
比
嘉
家
は
王
府
時
代
の

絵
師

・
佐
渡
山
安
健

（毛
長
薦
）
の
作
品
を
多
数
所
有
す
る
な
ど
文
化
的
に
も
恵
ま
れ
た
環

境
で
あ
り
、
さ
ら
に
末
吉
安
恭
の
影
響
を
受
け
朝
健
は
琉
球
美
術
研
究
を
志
す
。　
一
九
二
六

年
に
は
上
京
し
、
東
京
帝
大
史
料
編
纂
所
掛
の
立
場
で
中
央
美
術
雑
誌
に
多
く
の
論
考
を
発

表
し
た
。　
一
九
四
五
年
に
奈
良
で
病
没
。
甥
の
山
里
永
吉
が
奈
良
に
赴
き
そ
の
死
を
確
認
し

た
。
「琉
球
歴
代
画
家
譜
」
は
、
同
じ
く
朝
健
が
発
表
し
た

「琉
球
歴
代
陶
工
家
譜
」

盆

九

二
六
）
と
と
も
に
、
沖
縄
美
術
工
芸
史
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
多
く
の
研
究

者
が
そ
の
学
恩
に
浴
し
て
き
た
。
朝
健
自
身
は
東
京
で
の
活
動
期
間
が
長
く
、
沖
縄
で
彼
自

身
に
関
す
る
研
究
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
が
、
近
年
よ
う
や
く
粟
国
恭
子
か
ら
、
朝
健
と
末

吉
安
恭

。
鎌
倉
芳
太
郎
の
交
流
を
通
し
て
近
代
沖
縄
の
芸
術
研
究
の
様
相
が
示
さ
れ
た
。
今

後
、
さ
ら
に
研
究
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
「琉
球
歴
代
画
家
譜

（上
ご

に
記
載
さ
れ
た
家
譜
に
つ
い
て
、
那
覇
市
市
民

文
化
部
歴
史
博
物
館
編

『氏
集
　
首
里
那
覇
』
第
五
版

（増
補
改
訂
版
二
〇
〇
八
年

一
〇
月
）

を
も
と
に
、
那
覇
市
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
複
製
本
の
有
無
を
確
認
し
、
確
認
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
校
異
に
使
用
し
た
。
那
覇
市
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
も
の
に
つ
い

喜
納
大
作

。
倉
成
多
郎

・
輝
　
広
志

壺屋焼物博物館紀要 第11号  20103

て
校
異
を
お
こ
な
い
脚
注
に
示
し
た
。
再
録
す
る
に
際
し
、

「給
」

雪
吾

「國
」
な
ど
の
旧

漢
宇
は
、
文
意
を
損
な
わ
な
い
程
度
で
現
行
の
漢
字
表
記
に
改
め
た
。
同
誌
で
は

一
行
三
十

五
字
の
二
段
組
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
同
様
の
体
裁
と
し
た
。
ま
た
、
『美
術
研

究
』
編
集
部
と
比
嘉
朝
健
自
身
に
よ
る
解
説
文
も
合
わ
せ
て
掲
載
し
て
い
る
。
比
嘉
朝
健
に

よ
る
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
注
釈
は

「原
注
」
と
し
て
通
し
番
号
に
改
め
て
文
中

に
記
載
し
た
。

な
お
、

「琉
球
歴
代
画
家
譜

（下
ご

に
つ
い
て
は
次
号
紀
要
に
掲
載
す
る
。

「婉
姓
家
譜
」
に
つ
い
て

今
回
、
二
〇
〇
九
年
に
那
覇
市
歴
史
博
物
館
が
収
蔵
し
た

「婉
姓
家
譜
」
を
校
異
に
用
い

た
。
本
家
譜
に
つ
い
て
は
仲
村
顕
に
よ
る
報
告
と
考
察
が
あ
り
、
そ
の
成
果
は
二
〇
〇
九
年

に
開
催
さ
れ
た

「琉
球
絵
画
展
」

（主
催
【沖
縄
文
化
の
杜
）
に
反
映
さ
れ
た
。
特
に
、
近
年

「琥
自
謙
」
等
と
表
記
さ
れ
、

「琥
」
姓
と
思
わ
れ
て
い
た
が

「魂
」
姓
で
あ
る
と
特
定
さ
れ

た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
『氏
集
』
に
お
い
て
も
、
ま
た
比
嘉
朝
健

。
鎌
倉
芳
太
郎
の
引

用
に
お
い
て
も
、
い
ず
れ
も

「婉
」
を
使
用
し
て
お
り
、
戦
前
ま
で
は
正
し
く
認
識
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
戦
後
の
あ
る
時
期
、
お
そ
ら
く
活
字
の
関
係
だ
ろ
う
か
、

「琥
」
に

変
わ
り
、
原
本
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇

〇
九
年
に
仲
村
顕
の
尽
力
で
再
度
正
し
い
表
記
に
改
ま
っ
た
。
今
回
の

「婉
」
の
表
記
は
、

比
嘉
朝
健
に
よ
る
原
本
の
ま
ま
で
あ
る
。

『美
術
研
究
』
昭
和
十
年
九
月
第
四
年
第
九
号
　
第
四
十
五
号
　
掲
載

以
下

。
本
文

研
究
資
料
　
琉
球
歴
代
画
家
譜
　
上
　
比
嘉
朝
健

琉
球
歴
代
画
家
譜
は
同
地
出
身
の
比
嘉
朝
健
氏
が
本
誌
に
寄
せ
た
も
の
で
、
本
朝
の
正
系



画
史
に
は
補
ゝ
縁
遠
い
も
の
で
あ
る
が
、
段
元
良
其
他
ま
ゝ
画
跡
の
内
地
に
流
伝
す
る
画
師

も
あ
つ
て
、
ま
た

一
種
の
資
料
た
る
に
恥
ぢ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
ゝ
に
採
録
す
る
こ

と
ゝ
し
た
。
（編
集
部
）

琉
球
に
於
て
は
士
分
の
位
家
に
、
王
城
の
系
図
座
か
ら
下
賜
さ
れ
る
系
図
が
あ
つ
て
、
其

の
記
録
は
逐

一
系
図
座
の
査
検
後
、
登
録
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
是
れ
は
王
子
家
よ
り
普
通
の

士
家
迄
、
皆
同
様
で
、
此
処
に
掲
記
す
る
画
家
の
家
譜
は
、
何
れ
も
彼
等
子
孫
所
蔵
の
家
譜

よ
り
抄
録
せ
る
も
の
、
た
ゞ
自
了
に
就
い
て
は
幸
に
中
山
詩
文
集
録
す
る
所
の
自
了
伝
が
あ

る
か
ら
、
併
せ
て
是
れ
を
も
収
録
す
る
こ
と
ゝ
し
た
。
従
つ
て
以
下
の
抄
録
は
此
の
自
了
伝

一
篇
を
除
い
て
は
、
全
部
系
図
の
書
式
を
襲
う
て
、
其
の
ま
ゝ
に
抜
書
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

今
読
者
便
宜
の
為
に
、
難
読
な
琉
球
人
名
に
は
、
フ
リ
カ
ナ
を
附
し
、
ま
た
特
殊
な
用
語
に

簡
略
な
註
解
を
各
項
末
尾
に
附
す
る
事
に
し
た
。

尚
是
等
の
系
図
に
あ
る
如
く
、
琉
球
の
画
家
は
、
王
城
の
絵
子
職
の
絵
師
で
あ

つ
て
、

「為
絵
師
」
と
あ
る
の
が
其
れ
で
あ
る
。
琉
球
の
士
族
に
は
、
二
大
別
あ
つ
て
、
先
祖
代
々

の
士
族
家
を
、
里
之
子
位
、
平
民
の
出
世
士
族
家
を
、
筑
登
之
位
、
と
し
て
呼
称
し
て
居
た

の
で
あ
る
。
故
に
系
図
に
あ
る
、
里
之
子
、
筑
登
之
、
又
は
里
之
子
親
雲
上
、
筑
登
之
親
雲

上
と
あ
る
の
は
、
其
の
家
柄
出
身
を
示
し
て
居
る
訳
で
あ
る
。
右
両
士
族
の
男
子
で
、
地
頭

所
を
賜
り
、
四
十
歳
を
過
ぎ
た
者
を
、
親
雲
上
と
云
ひ
、
王
子
の
長
男
長
孫
は
総
べ
て
此
れ

を
、
按
司
と
云
ひ
、
貴
族
階
級
た
る
総
地
頭
家
及
び
脇
地
頭
家
の
長
男
長
孫
は
、
親
方
と
呼

称
さ
れ
た
。
但
し
親
方
も
四
十
歳
以
上
に
し
て
、
紫
冠
を
賜
つ
た
者
に
云
つ
た
の
で
あ
る
。

然
し
て
是
等
の
俗
称
は
、
共
の
各
人
の
有
す
る
位
階
名
と
し
て
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。

一
　

自
　
了

〔欽
姓
家
譜
〕

四
世
清
豊
　
自
了
童
名
員
寵
　
唐
名
欽
可
聖
　
行

一
高
暦
四
十
二
年
甲
寅
十
月
十
八
日

生

父
清
信
　
城
間
親
雲
上

注^

６
）

母
馬
氏
思
戸

自
了
之
為
人
始
生
口
唖
父
母
以
為
廃
人
不
教
読
書

一
日
同
里
中
兒
登
山
見

一
羊
従
高
巖
墜

下
不
死
自
了
凝
眸
而
思
黙
所
以
不
死
者
良
久
忽
大
悟
遂
飛
身
下
岩
衆
大
驚
以
為
必
死
下
山

視
之
無
恙
也
共
弟
借
郷
人
書
置
案
頭
自
了
翻
閲
畢
弟
持
去
自
了
索
筆
疾
書
始
末
無

一
字
錯

落
喜
臨
池
学
帖
筆
如
龍
蛇
得
王
右
軍
遺
意
善
鋳
図
章
刻
画
古
朴
秦
漢
之
風
尤
工
丹
青
凡
古

人
墨
跡
募
倣
逼
肖
雑
之
古
画
中
無
有
能
弁
之
者
後
乃
以
善
画
得
名

〈＝
０
）

尚
豊
王
世
代

崇
禎
年
間
冊
使
行
人
杜
三
策
至
中
山
王
出
自
了
画
索
留
題
杜
公
大
加
賞
比
之
顧
虎
頭
王
摩

詰
以
為
近
代
無
有
也
迄
今
画
流
伝
国
中
人
得
之
如
獲
重
宝

注^

Ｈ
）

尚
賢
王
世
代

崇
禎
十
六
年
癸
未
為
慶
賀
将
軍
家
綱
公
降
誕
奉
使
尚
氏
金
武
王
子
朝
貞
赴
江
戸
之
時
以
白

了
絵
三
図
令
看
子
絵
師
藤
原
安
信
将
美
之
別
賜
賛
文
見
左

珠
氏
自
了
画
啓
三
図
筆
力
清
爽
絶
言
彼
手
之
可
及
上
工
若
在
千
本
邦
我
友
之

甲
申
八
月
　
日

順
治
元
年
甲
申
十
月
十
八
日
不
禄
享
年
三
十

一

（比
嘉
朝
健
に
よ
る
原
注
）

（原
注

一
）
行

一
は
長
男
の
意
、
以
下
次
男
三
男
に
下
る
に
応
じ
て
行
二
・
行
三
を
以
て
称
す
る
。

（原
注
二
）
自
了
は
家
譜
に
よ
れ
ば
欽
姓
と
あ
る
が
、
こ
ゝ
に
珠
氏
自
了
云
々
と
あ
り
、
ま
た
画
跡

に
押
捺
せ
る
印
文
に
は

「珠
氏
之
印
」
と
あ
る
。
今
是
れ
を
明
か
に
し
な
い
。

〔程
順
則
編
中
山
詩
文
集
〕

中
山
自
了
伝

聞
陳
元
輔
昌
共
著

自
了
者
中
山
人
始
生
口
唖
父
母
以
為
廃
人
不
教
以
読
書
八
歳
時
以
手
指
天
日
向
其
父
欲
有
問

藤
原
狩
野
安
信
阻



状
父
以
為
唖
子
故
態
不
之
答
乃
登
海
山
絶
頂
観
日
所
自
出
処
晨
往
暮
帰
如
是
者
月
余
忽
鼓
掌

大
笑
似
有
得
夫
天
地
施
転
日
月
升
況
之
理
而
快
意
焉
自
是
遇

一
事
見

一
物
必
窮
昼
夜
思
索
務

得
其
故
而
後
已
類
如
此
其
兄
学
鎗
棒
法
自
了
従
芳
窃
観
蓋
得
其
妙
後
兄
於
庭
中
試
其
技
自
了

見
之
ハ
然
而
笑
兄
怒
日
汝
以
我
有
破
綻
処
或
者
汝
能
之
乎
自
了
持
棒
下
庭
盤
施
飛
舞
勢
如
矯

夭
渉
龍
操
縦
靡
不
如
法
其
兄
始
偲
隠
服
不
敢
言

一
日
同
里
中
兒
登
山
見

一
羊
従
高
巌
墜
下
不

死
自
了
凝
眸
而
思
黙
想
所
不
死
之
故
者
良
久
忽
大
悟
遂
飛
身
下
岩
衆
大
驚
以
為
必
死
下
山
視

之
無
恙
也
其
弟
借
隣
人
書
置
案
頭
自
了
翻
閲
畢
弟
持
去
自
了
索
筆
疾
書
始
末
無

一
字
錯
落
喜

臨
池
学
帖
筆
如
龍
蛇
得
王
右
軍
遺
意
善
鮨
図
章
刻
画
古
朴
有
秦
漠
風
尤
工
丹
青
凡
古
人
墨
跡

模
倣
逼
肖
雑
之
古
画
中
無
有
能
弁
之
者
後
乃
以
善
画
得
名
中
山
王
聞
之
召
入
内
廷
命
画
凡
山

水
花
竹
謂
毛
筆
筆
入
神
王
愛
之
常
侍
左
右
賜
号
日
自
了
崇
禎
年
間
冊
封
行
人
杜
三
策
至
中
山

王
出
自
了
画
素
留
題
杜
公
大
加
賞
比
之
顧
虎
頭
王
摩
詰
以
為
近
代
無
有
也
迄
今
字
画
流
伝
国

中
得
之
如
獲
重
宝
年
十
八
無
疾
而
逝
葬
三
日
後
塚
開
戸
脱
唯
余
空
棺
衣
履
異
香
僚
続
不
散
余

獨
恨
自
了
無
文
章
伝
也
耳
使
共
父
教
以
読
書
則
古
文
詞
詩
歌
必
能
追
踪
往
哲
不
則
天
或
仮
之

以
年
閲
歴
久
而
聰
明
生
未
心
無
詞
藻
可
観
也
康
熙
戊
辰
春
予
下
栃
竣
河
古
駅
国
使
梁
本
寧
与

其
小
既
得
済
秀
才
為
予
言
余
奇
其
人
異
其
事
為
之
立
伝
枕
山
曰
五
官
之
於
人
欠

一
不
可
而
自

了
獨
以
口
唖
致
神
悟
何
哉
蓋
耳
目
口
鼻
惟
口
之
害
最
大
自
了
豊
以
不
得
之
於
口
者
而
得
之
於

心
耶
不
然
何
世
之
利
口
者
多
而
会
心
者
少
也

一　

李
基
昌

〔李
姓
家
譜
〕

三
世
喜
俊
　
崎
山
親
雲
上
　
立里
名
鶴
松
　
唐
名
李
基
昌
　
行
四
天
啓
六
年
丙
寅
十
月
生

汁^

Ｈ
）

父
　
船
越
筑
登
之
親
雲
上
喜
定

次
男
喜
治
初謗

尚
賢
王
世
代

順
治
二
年
乙
酉
為
琉
球
国
中
絵
図
自
薩
州
絵
師
梁
瀬
清
右
門
殿
来
子
本
国
因
奉
旨
師
彼
人

学
絵
法
也

尚
質
王
世
代

＝^
お
）

順
治
五
年
戊
子
為
絵
師
御
扶
持
米
三
斜
賜

順
治
十
年
癸
巳
十

一
月
叙
筑
登
之
座
敷

順
治
十
七
年
庚
子
奉
旨
為
学
絵
六
月
到
子
覧
府
師
内
藤
等
甫
伝
授
絵
法
康
熙
二
年
癸
卯
十

一
月
帰
国

康
熙
二
年
癸
卯
十
二
月
叙
黄
冠

康
熙
五
年
丙
午
八
月
十
五
日
加
賜
御
扶
持
米
二
斜

都
合

五
斜

（灰
＝

ＩＩЧ
）

康
熙
六
年
丁
未
二
月
朔
日
任
北
谷
間
切
伊
佐
地
頭
職

尚
貞
王
世
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二

康
熙
十
年
辛
亥
十
二
月
二
十
二
日
叙
勢
頭
位

康
熙
十
三
年
甲
寅
正
月
二
十
四
日
転
任
南
風
原
間
切
崎
山
地
頭
職

康
熙
二
十
六
年
丁
卯
正
月
二
十
六
日
不
禄
六
十
二
号
春
林

（比
嘉
朝
健
に
よ
る
原
注
）

（原
注
三
）
爾
也
は
百
姓
を
す
べ
て
云
ふ
。

（原
注
四
）
間
切
は
往
昔
の
琉
球
郡
名
。

（原
注
五
）
号
春
林
の
如
く
歿
年
の
後
に
記
さ
れ
て
居
る
号
称
は
法
名
を
意
味
す
る
。

〈原
注

■
）
　

　

　

　

止^
ｂ
）

母
　
赤
嶺
東
風
平
爾
也
女
員
鶴

（れ
い
）

長
男
喜
梢

長
女
真
蛎
‐７）棚鵬
面韓
賊講勅棚劇翔雖勘嫉
釧獄坤安

編
集
者
注

※
　
以
下
の
四
世
喜
梢
か
ら
六
世
喜
安
ま
で
は
、

〔李
姓
家
譜
〕
に
は
記
載
が
あ
る
が
、

比
嘉
朝
健
に
よ
る

「琉
球
歴
代
画
家
譜
」
に
は
未
収
録
の
絵
師
で
あ
る
。
基
本
的
な

情
報
の
み
掲
載
し
た
。



四
世
喜
梢
崎
山
筑
登
之
親
雲
上

童
名
員
牛
唐
名
李
以
瑞
行

一
順
治
二
年
乙
酉
十
二
月

二
十
日
生

康
熙
八
年
己
酉
為
絵
師
賜
御
扶
持
方
二
郷
五
斗

斗
雑
斜

一
料
也

五
世
喜
政
崎
山
筑
登
之
親
雲
上

童
名
思
五
良
唐
名
李
自
茂
行

一
康
熙
十
三
年
甲
寅
五

月
十
八
日
生

康
熙
四
十
二
年
癸
未
九
月
二
十
二
日
為
絵
師
叙
筑
登

之
座
敷

六
世
喜
安
崎
山
筑
登
之
親
雲
上

斜 米
五 一

童
名
員
三
良
唐
名
李
得
香
行
二
康
熙
四
十
二
年
甲
申

六
月
十
八
日
生

た
正
三
年
乙
巳
四
月
二
十
八
日
本
　
命
絵
画
因
五
月
七
日
賞
賜
核
原
武
束

舜
正
十
年
壬
子
二
月
十
七
日
為
絵
師
叙
筑
登
之
座
敷

一　

婉
自
謙

〔婉
姓
家
譜
〕

二
世
博
莫
石
嶺
親
雲
上
　
童
名
員
徳
　
唐
名
碗
自
謙
　
行

一
順
治
十
五
年
戊
戌
十
月
十

江^
”
）

八
日
生

江^

２３
）

父
俸
満
　
古
波
蔵
筑
登
之
親
雲
上

長
女
思
戸
疎
熙
卦
れ
茸
破
帥

次
女
員
鍋
転
翌
再
芽
畔
算
十

長
男
博
福

次
男
博
忠
瓢
颯
剤
卿
納
腿
詑
親

三
女
員
味
騰
跡〉敷

盤
一再
卜
勢
壬
申

三
男
博
康
難
颯
製
触
納
躍
詑
親

尚
貞
王
世
代

康
熙
十
一
年
壬
子
十
一
月
十
二
日
結
鼓
普

順^
注
」０

母
無
系
員
牛

室
平
氏
前
営
間
重
賞
女
員
犬
金

康
熙
十
六
年
丁
巳
十
月
十
日
従
東
宮
中
城
王
子
尚
純
公
上
紙

一
束
拝
領
之
也
御
鷹
放
牧
志

原
捕
之
進
上
為
褒
賞
也

康
熙
十
七
年
戊
年
二
月
二
十
五
日
為
絵
師

康
熙
二
十
年
辛
酉
七
月
十
六
日
叙
筑
登
之
座
敷

江^
わ
）

康
熙
二
十
二
年
癸
亥
十
月
十
八
日
奉
命
為
学
絵
随
従
王
舅
毛
氏
池
城
親
方
安
憲
同
十

一
月

二
十
四
日
那
覇
開
船
同
十
二
月
五
日
入
聞
而
贈
賜
副
使
林
爺
御
屏
風

一
双
自
同
十
二
月
十

二
日
迄
二
十
七
日
画
松
竹
菊
花
山
水
翌
年
甲
子
師
王
調
鼎
謝
天
渉
孫
億
員
学
図
画
留
聞
五

年
同
二
十
六
年
丁
卯
五
月
十
日
帰
国

（江
２７
〉
　

　

（注
傷
〉

本
年
五
月
奉
命
画
墨
絵
山
水
中
彩
色
山
水
二
枚
献
上
仕
也

注^

２９
）

康
熙
二
十
七
年
戊
辰
九
月
奉
命
画
御
茶
屋
能
仁
堂
壁
也

本
年
十
月
二
十
日
叙
黄
冠

本
年
十

一
月

一
日
為
絵
師
主
取
御
扶
持
方
五
斜
賜
之
也
米
掛
三
石
雑
石
二
斜

康
熙
二
十
八
年
己
巳
四
月
従
東
宮
中
城
王
子
尚
純
公
米
五
斗
拝
領
也
　
画
花
形
為
褒
賞
也

本
年
十
二
月
国
場
翁
主
将
有
御
婚
嫁
御
衣
裳
下
絵
書
之
為
褒
賞
米

一
石
塩
二
俵
炭

一
俵
拝

領
也

康
熙
三
十
年
辛
未
自
六
月
十
二
日
迄
同
十
月
十
日
御
書
院
御
座
絵
書
調
為
御
褒
賞
同
十

一

（江
Ｉｌｌ
〉　
　
　
　
　
　
　

江^
¨
）

月
十

一
日
賜
島
下
布
二
端
米
二
斜

四



康
熙
三
十

一
年
壬
申
於
円
覚
寺
奉
拝
先
王
御
後
絵
彩
色
並
両
御
照
堂
絵
自
十
二
月
二
日
迄

翌
年
六
月
二
十
五
日
書
調
為
御
褒
賞
賜
上
布
三
端

れ^
郁
）

本
年
八
月
奉
命
先
王
九
御
前
之
御
後
絵
奉
写
也

康
熙
三
十
二
年
癸
百
五
月
従
東
宮
中
城
王
子
尚
純
公
賜
島
上
布

一
端
模
画
御
鷹
之
形
御
褒

賞
也

本
年
十
月
十

一
日
従
尚
純
公
島
上
布

一
端
拝
領
之
也
御
鷹
之
家
並
厩
画
書
御
褒
賞
也
本
年

（原
ＩＩ‥
卜
　
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（江
＝
）

十
二
月
二
十
七
日
於
大
美
御
殿
首
包
之
絵
本
書
調
為
御
褒
美
賜
米

一
俵
塩

一
俵

康
熙
三
十
二
年
甲
戌
正
月
従
王
世
孫
佐
敷
王
子
尚
益
公
賜
扇
子
二
握
自
麻
十
帖

本
年
五
月
就
公
用
繁
多
奉
命
移
居
子
首
里
王
府
賜
屋
敷
於
大
中
邑
為
宅
代
賜
銭
か
千
貫

本
年
六
月
従
尚
益
公
賜
一扇
子
二
握
島
上
布

一
端
奉
画
拝
日
天
之
御
本
尊
絵
御
褒
賞
也

）

（汁
ヽ
）

康
熙
三
十
四
年
乙
亥
正
月
十
日
従
尚
純
公
賜
島
上
布

一
端
模
画
御
鷹
之
形
御
褒
賞
也

本
年
十
二
月
七
日
任
西
原
問
切
石
嶺
地
頭
職

康
熙
三
十
六
年
丁
丑
円
覚
寺
仏
殿
之
絵
自
四
月
二
十
三
日
迄
同
五
月
十
八
日
書
調
姓
名
誌

之康
熙
三
十
七
年
戊
寅
十
月
送
賜
子
福
州
布
政
司
江
象
金
屏
風

一
双
画
松
竹
菊
花
山
水
彩
色

（止

じ

砂
子
相
焉

康
熙
三
十
八
年
己
卯
十

二
月
朔
日
叙
勢
頭
座
敷

康
熙
四
十
二
年
癸
未
五
月
十
六
日
不
禄
享
年
四
十
六
号
自
素

（比
嘉
朝
健
に
よ
る
原
注
）

（原
注
一０

無
系

（原
注
七
）
結
鼓
普
は
男
子
元
服
の
意
。

（原
注
八
）
主
取
は
今
日
の
長
格
に
当
る
。

（原
注
九
）
翁
主
は
王
女
。

（原
注
十
）
御
後
絵
は
歴
代
国
王
の
肖
像
。

（原
注
十

一
）
大
美
御
殿
は
王
子
、
工
女
の
殿
邸
。

（原
注
十
二
）

一　

婉
以
昨

〔魂
姓
家
譜
〕

注^
じ

三
世
俸
福

月
四
日
生

大
中
邑
は
現
時
の
首
里
市
内
桃
原
町
に
当
る
。

（，―‥
和
）

父
博
莫
　
石
嶺
親
雲
上
魂
自
謙

母
平
氏
員
犬
金

（止
伸
）

石
嶺
親
雲
上
　
童
名
思
徳
　
唐
名
婉
以
詐

室
旬
氏
嘉
数
筑
登
之
親
雲
上
由
忠
女
思
玉
鋭
離
祥
耕
嵌
甘
辞
評
酬
御
け

長
女
員
蒲
戸
様
硼
翻
酎
脚
斬
惇
却
耐
府
朝
仰
副
世
凱
雖
年
斜
レ

長
男
博
倣

次
男
俸
冨
唾
悟
醜
徴
噸
聯
椒
亜
叶
稗
辟
鞠
仁
担
林判
弛
聯
肛

三
男
俸
安
権
嚇
瓢
衛
歿
嶽
即
瓶
＝
卜
葡
髄
萩
倒
掏
村
翻
期
雄

四
男
俸
憲

五
男
俸
敦
腱
酪
卿
穐
練
靱
瓶
引
函
称
師
斡
悔
閉
取
判
挫
動

六
男
俸
陳
蛭
格
醜
勘
潮
鯨
熙
覇
叶
孔
群
穀
獄
＝
朝
肘
陣
岬
）

次
女
員
伊
奴
金
聯
徽
苅
封
取
町
比
核
附
死一勅
撤
賄
乳
砕
瑞
耳

三
女
員
鶴
赫
堅
・／、廿
瞥
畔
匈

四
女
思
戸
Ｍ
虹
剌
騨
柄
癖
膝
卿
球
卿
趾
枇
難
翻
耕
に
中
）

継
室
町
端
村
新
垣
筑
登
之
親
雲
上
女
員
加
戸

行

一
康
熙
二
十
七
年
戊
辰
四

七
男
俸
邑

尚
貞
王
世
代

康
熙
四
十

一
年
九
月
一

尚
益
王
世
代

康
熙
四
十
九
年
庚
寅
五
月
二
十
五
日
為
絵
師
叙
筑
登
之
座
敷

江^
師
）

一十
五
日
結
鼓
普

五



尚
敬
王
世
代

康
熙
五
十
七
年
戊
成
二
月
十
八
日
叙
黄
冠

本
年
十
二
月
二
十
八
日
花
形
五
巻
書
調
献
上
故
為
御
褒
賞
国
分
真
碧
三
十
結
拝
領
也

衆
正
三
年
乙
巳
二
月
十
六
日
奉
命
花
鳥
之
絵
十
二
枚
山
水
之
絵
二
枚
書
調
献
上
焉
故
中

奉
書
乙
束
唐
金
扇
子

一
笈
小
奉
書
二
束
拝
領
焉

注^

Ｗ
）

舜
正
五
年
丁
未
五
月
十
七
日
白
唐
紙

一
帖
拝
領
焉

薙
正
六
年
戊
申
九
月
二
十
日
叙
勢
頭
座
敷

殊
正
七
年
己
酉
二
月
十
日
竹
之
絵
書
筆
二
本
拝
領
焉

本
年
八
月
朔
日
叙
座
敷

充
正
十
二
年
甲
寅
九
月
五
日
為
絵
師
主
取

乾
隆
三
年
戊
午
六
月
十
二
日
御
筆
御
碑
文
之
御
宇
為
鋪
写
主
取
迄
七
月
二
十
日
告
成
靴
糾

勲
級
嘩
蜘
醐
妨
醐
励
楊
乃
以
御
筆
御
碑
文
之
裏
樽
福
等
姓
名
記
焉
九
月
十

一
日
再
御
筆
御
額

之
縁
絵
様
為
調
主
取
迄
十
月
六
日
告
成
乃
御
額
之
裏
以
御
筆
俸
福
等
姓
名
記
焉
凱
附
囃
桁

勁
劫
鞍
籐
動
Ц
孵
蚊
中
）
　

同
八
日
主
上
親
臨
内
（酬

仰
匪
為
碑
福
等
随
駕
建
御
碑
文
掛
御
額
奉

安
御
枕
礼
畢
俸
福
等
蒙
御
宴
且
為
功
労
賞
賜
上
布
三
疋
還
幸
之
時
随
駕
進
城
賜
御
通
及
盛

膳
也

乾
隆
四
年
己
未
九
月
十
六
日
於
南
風
之
御
殿
皇
帝
御
拝
領
之
御
額
御
仕
立
之
時
絵
師
主
取

被
仰
付
同
十
二
月
五
日
迄
相
勤
也
子
時
奉
行
毛
氏
天
願
里
之
子
親
雲
上
同
年
十
二
月
二
十

（汁
備
）
　

　

（注
側
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（注
ヽ
）

五
日
為
御
褒
美
於
下
庫
理
上
布

一
疋
拝
領
焉
其
時
又
於
番
所
御
料
理
吸
物
恭
賜
之
也

乾
隆
九
年
甲
子
七
月
二
十
日
蒙
褒
賞
賜
米
五
石
原
是
在
絵
師
主
取
時
奉
憲
令
兼
貝
摺
事
由

是
与
其
主
取
共
議
而
新
製
白
仁
並
用
零
砕
貝
以
供
国
用
其
書
左
記

汁^

中
）

覚
写

米
五
石

右
者
貝
摺
井
沈
金
彫
物
勝
手
二
而
去
々
年
以
来
御
献
上
之
貝
摺
御
道
具
御
仕
立
之
棚
貝
摺

主
取
相
合
相
働
サ
セ
候
処
御
献
上
物
井
諸
御
用
物
丈
夫
出
来
且
石
粉
二
而
白
仁
仕
書
御
用

相
立
且
手
延
摺
貝
切
多
ク
相
廃
レ
候
処
何
分
ク
ズ
レ
貝
ノ
用
相
立
候
様
二
仕
出
置
申
候
右

之
通
何
篇
気
ヲ
付
御
為
宜
ク
相
働
殊
勝
ノ
至
候
問
為
褒
美
右
通
被
成
下
度
奉
存
候
事

子
七
月
二
十
日

乾
隆
十
二
年
丁
卯
五
月
十
二
日
卒
寿
六
十
号
廓
心

乾
隆
十
四
年
己
巳
十
二
月
二
十
七
日
江
戸
御
献
上
貝
摺
御
道
具
之
類
御
仕
立
付
絵
師
主
取

貝
摺
主
取
取
掛
而
入
念
依
相
調
為
御
褒
美
追
賜
米

一
石
五
斗

（比
嘉
朝
健
に
よ
る
原
注
）

（＝

Ｖ
）

（原
注
十
三
）
内
間
御
殿
は
尚
家
ゝ
祖
尚
円
の
旧
跡
。

（原
注
十
四
）
こ
ゝ
に
皇
帝
と
あ
る
は
清
朝
乾
隆
帝
で
あ
る
。

編
集
者
注

※
以
下
の
新
参
四
世
博
似
か
ら
新
バ
八
世
俸
賀
ま
で
は
、

〔婉
姓
家
譜
〕
に
は
記
載
が
あ
る

が
、
比
嘉
朝
健
に
よ
る

「琉
球
歴
代
画
家
譜
」
に
未
収
録
の
絵
師
で
あ
る
。
人
物
の
基
本
的

な
情
報
と
、
絵
師
に
任
じ
ら
れ
た
際
の
記
述
の
み
を
掲
載
し
た
。

新
参
四
世
俸
似
石
嶺
筑
登
之
親
雲
上

童
名
思
徳
唐
名
魂
以
榮
行

一
康
熙
四
十
八
年
己
丑
月
十
六
日
生

た
正
十
三
年
乙
卯
二
月
二
十
八
日
為
絵
師
叙
筑
登
之

座
敷

乾
隆
三
年
戊
午
九
月
十

一
日
　
御
筆
御
額
之
縁
絵
様

為
調
加
勢
筆
者
迄
十
月
六
日
成
告
枇
鵬
赫
鮪
疑
賦
醐

緋
歎
斗
褪
磯
子
乃
以
　
御
筆
御
額
之
裏
俸
似
等
姓
名

記
焉
同
八
日
　
主
上
親
臨
内
間
御
殿
之
時
俸
似
等
随

駕
建
御
碑
文
掛
御
額
奉
安
　
御
枕
礼
畢
博
似
等
蒙
御
宴

且
為
功
労
賞
賜
上
布

一
疋

乾
隆
四
年
己
未
九
月
十
六
日
於
南
風
之
御
殿
従

（注

４
〉
　

　

　

　

泄^

７‐
）

ハ



皇
帝
御
拝
領
之
御
額
御
仕
立
付
御
雇
被
仰
付
十
二
月

五
日
迄
相
勤
申
候
子
時
奉
行
毛
氏
天
願
里
之
子
親
雲

上
同
年
十
二
月
二
十
五
日
為
御
褒
美
於
下
庫
理
上
布

一
疋
拝
領
之
其
時
於
御
番
所
御
料
理
御
吸
物
被
下
之

乾
隆
十
七
年
壬
申
十
二
月
朔
日
為
絵
師

新
バ
四
世
博
憲
石
嶺
筑
登
之

童
名
員
蒲
戸
唐
名
婉
以
理
行
四
康
熙
五
十
三
年
甲
子
四
月
十
日
生

乾
隆
十
二
年
丁
卯
十
二
月
二
十
五
日
為
絵
師

新
参
五
世
博
房
石
嶺
筑
登
之
親
雲
上

童
名
思
徳
唐
名
碗
珠
永
行

一
乾
隆
二
年
丁
巳
八
月
十
八
日
生

乾
隆
二
十
五
年
庚
辰
十
二
月
朔
日
為
絵
師
叙
筑
登
之

座
敷

乾
隆
二
十
九
年
甲
申
十
二
月
朔
日
為
絵
師

乾
隆
三
十
五
年
庚
寅
十
二
月
朔
日
為
絵
師

乾
隆
二
十
七
年
壬
辰
十
二
月
朔
日
蒙
　
勤
越
之
命
共

書
左
記覚

絵
師
石
嶺
筑
登
之

右
者
此
節
勤
年
数
筈
合
代
合
仕
筈
候
処
跡
役
可
相
勤
人

罷
居
不
申
候
問
今

一
諸
勤
越
被
仰
付
度
旨
貝
摺
奉
行

申
出
趣
有
之
候
間
共
通
被
仰
付
可
被
下
度
奉
存
候
事

十
二
月
朔
日

乾
隆
三
十
九
年
甲
午
十
二
月
朔
日
奉
　
勤
越
之
命
為

絵
師
叙
黄
冠

乾
隆
四
十

一
年
丙
申
十
二
月
朔
日
奉
　
勤
越
之
命
共

書
左
記覚

絵
師
石
嶺
筑
登
之

右
者
此
節
勤
年
数
筈
合
代
合
仕
筈
候
処
跡
役
可
相
勤
人

罷
居
不
申
候
間
今

一
諸
勤
越
被
仰
付
度
旨
貝
摺
奉
行

申
出
趣
有
之
候
間
共
通
被
仰
付
被
下
度
奉
存
候
事

申
十
二
月
朔
日

乾
隆
四
十
三
年
戊
戊
十
二
月
朔
日
本
　
勤
越
之
命
共

書
左
記覚

絵
師
石
嶺
筑
登
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

右
者
此
節
勤
年
数
筈
合
退
役
仕
筈
候
処
跡
役
可
相
勧
着

罷
居
不
申
候
問
今

一
諸
勤
越
被
仰
付
度
旨
貝
摺
奉
行

申
為
趣
有
之
候
間
其
通
被
仰
付
度
奉
存
候
事

以
上

戊
十
二
月
朔
日

乾
隆
四
十
六
年
辛
丑
七
月
十
九
日
為
絵
師

乾
隆
四
十
八
年
癸
卯
十
二
月
朔
日
為
絵
師

乾
隆
四
十
九
年
甲
辰
十
二
月
朔
日
為
絵
師
主
取
叙
勢

頭
座
敷

新
参
七
世
俸
堅

童
名
松
金
唐
名
魂
通
□
行
二
嘉
慶
十
二
年
丁
卯
九
月
十
八
日
生



道
光
十
二
年
壬
辰
十
二
月
朔
日
為
絵
師
叙
筑
登
之
座

敷道
光
十
六
年
丙
申
十
二
月
朔
日
為
絵
師

道
光
十
九
年
己
亥
十
二
月
朔
日
為
絵
師

新
参
八
世
俸
保

童
名
員
蒲
戸
唐
名
魂
徳
修
行
二
道
光
十
五
年
乙
未
十
二
月
十
四
日
生

成
豊
三
年
癸
丑
十
二
月
朔
日
為
絵
師
叙
筑
登
之
座
敷

成
豊
九
年
己
未
十
二
月
朔
日
為
絵
師

同
治
元
年
壬
戌
十
二
月
朔
日
為
絵
師

同
治
四
年
乙
丑
十
二
月
二
十
七
日
為
絵
師

同
治
十
三
年
甲
戊
十
二
月
朔
日
為
絵
師
叙
黄
冠

光
緒
四
年
戊
寅
十
二
月
朔
日
為
絵
師
主
取

新
参
八
世
樽
蕃

童
名
思
象
唐
名
魂
世
徳
行

一
道
光
二
十
年
庚
子
十
三
二
二
十
九
日
生

同
治
元
年
壬
戊
十
二
月
朔
日
為
絵
師
叙
筑
登
之
座
敷

新
参
八
世
樽
賀

童
名
樽
金
唐
名
嘘
志
義
行
二
道
光
二
十
四
年
甲
辰
九
月
十
日
生

同
治
九
年
庚
午
十
二
月
朔
日
為
絵
師
叙
筑
登
之
座
敷

一　

査
乗
信

〔査
姓
家
譜
〕

九
世
員
知
　
上
原
筑
登
之
　
立里
名
員
蒲
戸
　
唐
名
査
乗
信
　
行

一
康
熙
五
年
丙
午
正
月
二

十
日
生

父
員
代
　
仲
宗
根
親
雲
上
査
乗
徳

母
無
系
恩
戸

尚
貞
王
世
代

康
照
十
九
年
庚
申
八
月
二
日
結
鼓
普

康
熙
二
十
二
年
癸
亥
十
月
十
八
日
本
命
為
学
絵
賜

一
身
之
飯
米
賦
銀
二
十
日
随
王
舅
毛
氏

池
城
親
方
安
憲
同
十

一
月
二
十
四
日
那
覇
開
船
入
聞
初
師
王
調
鼎
後
師
謝
天
佑
孫
億
為
師

之
礼
銀
賜
白
銀

一
貫
八
百
目
而
晉
聞
五
年
事
了
同
二
十
六
年
丁
卯
六
月
偏
国

康
熙
二
十
七
年
戊
辰
十
月
二
十
二
日
叙
筑
登
之
座
敷

康
熙
二
十
八
年
己
巳
常
令
背
父
親
之
下
知
不
肯
教
訓
故
従
親
類
中
訟
公
朝
同
五
月
十
日
貶

位
配
流
子
津
堅
島
也

康
熙
二
十
八
年
己
巳
十
月
十
八
日
蒙
御
免
帰
郷

康
熙
三
十
年
辛
未
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

本
年
御
書
院
御
座
絵
自
同
六
月
迄
十
月
依
画
認
同
十

一
月
十

一
日
為
褒
賞
賜
米
三
斜

康
熙
二
十

一
年
壬
申
自
十
二
月
二
日
翌
年
六
月
十
二
日
迄
両
御
照
堂
御
後
絵
奉
拝
為
褒
賞

同
月
二
十
五
日
上
布
二
疋
拝
領
焉

康
熙
三
十
三
年
甲
成
二
月
十
三
日
就
自
然
不
如
意
請
公
事
免
許
因
為
御
合
力
賜
鳩
目
銭
三

千
貫
文
誠
沐
鴻
恩
家
門
之
栄
光
也

康
熙
三
十
九
年
庚
辰
請
乞
王
命
為
習
絵
事
随
進
貢
使
毛
氏
伊
野
波
親
雲
上
盛
忠
将
赴
聞
時

従
尚
貞
尊
君
恩
賜
銀
子
五
十
日
焼
酎

一
壺
鰹
二
連

康
熙
四
十

一
年
壬
子
六
月
自
聞
帰
帆
之
時
遭
台
風
覆
船
不
幸
溺
死
享
年
二
十
七
琥
夏
林

（比
嘉
朝
健
に
よ
る
原
注
）

（原
注
十
五
）
鳩
日
銭
と
は
琉
球
の
鋳
銭
、
極
め
て
小
さ
き
穴
あ
き
銭
。



一　
査
王
蚕

〔査
姓
家
譜
〕

九
世
員
秀
　
仲
曾
根
筑
登
之
親
雲
上
　
童
名
員
山
戸
　
唐
名
査
王
蚕
　
行

一
康
熙
十
四
年

乙
丑
九
月
十
九
日
生

父
員
代
　
査
乗
徳

母
鉦拶杢思
一戸
脹妨劃務籐
致雙
朋勅
醐嗣醸態肺
謝機動勅
軽貶軸
蒙趾
鞘抑
却囲鶏
鮫納腑
子

室
小
禄
間
切
儀
問
村
大
嶺
爾
也
女
思
範
雁
離

長
女
員
牛
疎熙割肘覇皆卵賊血朝徹郵性琉雖禅許

長
男
員
苗

継
室
魂
氏
石
嶺
親
雲
上
俸
莫
女
員
鍋
載
槌
叶
廊
新
敏
甘
一十
キ
旧
岩

次
男
員
常

次
女
思
戸
嚇靱
ｍ針雨酢柄煙
．

三
女
員
鶴
株鄭昧針謝畔
利廊
月

四
女
員
伊
奴
金
懃
肛負許配和肘
月

尚
貞
王
世
代

康
熙
二
十
九
年
庚
午
八
月
十
八
日
結
鼓
善

尚
益
王
世
代

康
熙
四
十
九
年
庚
寅
十
月
初
六
日
為
絵
帥
叙
筑
登
之
座
敷

尚
敬
王
世
代

康
熙
五
十
三
年
甲
午
六
月
十
三
日
叙
黄
冠

殊
正
七
年
己
酉
六
月
十
五
日
叙
勢
頭
座
敷

充
二
十

一
年
癸
丑
六
月
二
日
不
禄
享
年
五
十
六
号
了
山

一　

査
盛
勲

〔査
姓
家
譜
〕

十
四
世
員
裕
　
仲
曾
根
筑
登
之
　
童
名
員
三
良
　
唐
名
査
盛
勲
　
行
三
道
光
十

一
年
辛
卯

七
月
十
九
日
生
鄭枷
頼贈調
隷誠線雌
嗣治

父
員
恩

母
武
氏
員
牛

室
毛
氏
奥
間
筑
登
之
親
雲
上
邑
厚
女
員
蒲
戸

長
女
員
牛
就聘仁
紺
醸匈

長
男
員
賞

次
女
員
鶴
脱理勧
群
配整
．

次
男
員
輔

尚
育
王
世
代

道
光
二
十
五
年
乙
巳
二
月
十
八
日
結
鼓
普

尚
泰
王
世
代

道
光
二
十
八
年
戊
申
十
二
月
朔
日
為
絵
師
叙
筑
登
之
座
敷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

咸
豊
二
年
壬
子
十
二
月
朔
日
為
絵
師

成
豊
五
年
乙
卯
十
二
月
朔
日
為
絵
師

咸
豊
八
年
戊
午
十
二
月
朔
日
為
絵
師

成
豊
十

一
年
幸
酉
十
二
月
朔
日
為
絵
師

同
治
三
年
甲
子
十
二
月
六
日
為
絵
師

同
治
四
年
乙
丑
十
二
月
朔
日
為
鍛
冶
奉
行
筆
者

一　

呉
師
虔

〔呉
姓
家
譜
〕

九
世
宗
季
　
山
口
親
雲
上

勝
貶
隣
畑
納
嬢
撤

童
名
恩
徳
　
唐
名
呉
師
虔
　
行

一
康
熙
十

一
年
壬
子
十

一
月
二
日
生

父
宗
未
　
花
城
筑
登
之
親
雲
上



母
無
系
員
満

室
向
氏
東
風
平
按
司
朝
墓
女
松
金
伽岬酎枇甘賊竹村
田柱封
比悧
一生説難軋
二

長
女
員
満
靭
靱
脚叶
五．．附
覚

跡
目
宗
賞

尚
貞
王
世
代

康
熙
二
十
六
年
丁
卯
二
月
二
目
結
鼓
善

同
三
十
年
幸
未
九
月
二
十
九
日
為
絵
師
賜
俸
米
二
石
五
斗

同
三
十
八
年
己
卯
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

同
四
十
二
年
癸
未
八
月
二
十
四
日
於
御
書
院
以
向
氏
石
嶺
親
雲
上
朝
理
政
書

一
巻
秘
書
五

巻
備
上
覧
此
時
蒙
詔
陛
黄
冠

康
熙
四
十
二
年
癸
未
九
月
朔
日
加
賜
俸
米
五
斗
椰
酷
た

同
年
同
月
二
十
四
日
奉
旨
者
本
国
今
無
伝
授
之
絵
師
而
不
足
画
央
囚
勉
使
我
到
中
華
選
師

学
得
図
画
来
央
共
礼
物
及
賦
銀
自
公
庫
扶
持
之
也
故
同
十

一
月
七
日
才
府
顧
氏
久
志
親
雲

上
助
辰
附
駕
船
那
覇
開
洋
漂
着
子
海
漂
而
翌
年
甲
申
二
月
二
十
九
日
至
福
州
自
四
月
五
日

師
於
同
州
第

一
之
絵
師
孫
億
同
州
第
二
之
師
順
梁
享
及
鄭
大
観
三
子
而
到
丁
亥
四
箇
年
伝

授
秘
法
也
三
子
見
我
筆
力
遂
褒
賞
而
遜
賜
絵
之
政
書
詩
文

一
巻
且
秘
伝
書
五
巻
卯
形
三
十

二
課
也
則
免
絵
也
同
四
十
六
年
丁
亥
七
月
二
日
才
府
向
氏
川
平
親
雲
上
朝
叙
駕

一
船
開
聞

湊
同
十
九
日
偏
国
其
伝
書
左
記
焉

夫
絵
画
事
聖
人
以
之
繹
詩
賢
人
以
之
悟
礼
則
画
之

一
技
不
可
謂
非
文
人
学
士
之
快
意
恰

情
也
因
憶
予
少
時
読
書
之
暇
常
戯
画
沙
堤
作
長
川
大
林
其
波
濤
出
没
高
下
遠
近
卵
自
得

耳
然
窃
以
為
快
意
恰
情
尚
不
在
乎
此
也
及
得

一
物
僚
若
菱
花
予
消
色
喜
即
為
磨
洗
去
其

旧
染
而
得
新
機
明
似
月
輸
照
耀
清
如
雪
碗
通
霊
不
覚
悦
然
自
悟
爽
然
大
快
曰
画
沙
布
置

之
工
不
若
対
影
伝
神
之
妙
也
於
是
工
於
写
真
診
筆
揮
墓
得
三
絶
之

一
淡
粧
濃
扶
救
六
法

之
全
故
骨
格
奇

一
顧
聡
顕
如
掌
上
形
神
雖
異

一
摸
写
尽
在
嘉
端
不
見
墨
跡
而
神
色
迫
出

略
施
丹
粉
而
気
韻
如
生
此
亦
予
之
大
快
也
懸
之
通
都
示
諸
大
邑
以
告
知
音
者
庶
知
予
之

得
力
於
丹
青
其
来
有
自
是
為
序

昔

康
熙
丁
亥
花
朝

呉
子
子
敬
中
山
之
産
也
為
人
況
静
簡
黙
渾
厚
和
平
雅
好
筆
墨
自
癸
未
冬
航
海
抵
閲
甲
申

春
至
三
山
受
業
於
予
凡
絵
事
莫
不
詩
心
致
志
以
来
至
子
共
極
故
三
歴
寒
暑
阻
勉
勤
学
数

歳
如

一
日
勉
夏
返
悼
図
四
季
制
毛
花
井

一
巻
帰
呈
其
上
余
見
共
用
筆
精
熟
点
染
得
法
不

覚
私
自
喜
日
呉
子
進
乎
技
央
誠
不
負
余
耳
提
面
命
之
功
也
愛
政
数
語
以
識
之

康
熙
丁
亥
蒲
夏
三
山
七
十
空
子
峯
道
人
孫
億
題
於
嵩
山
卿
堂

呉
君
講
師
虔
字
子
敬
別
号
雲
谷

鄭
虔
唐
人
也
善
書
善
画
能
詩
玄
宗
覧
其
書
画
大
書
其
尾
日
鄭
虔
三
絶
言
其
技
芸
超
越
子

人
無
可
並
一月
者
鄭
虔
後
自
称
為
老
画
師
遂
与
杜
甫
李
白
交
厚
是
以
名
馳
天
下
呉
君
若
能

師
鄭
虔
之
才
遊
公
相
之
門
顕
名
中
山
所
必
然
也
虔
敬
也
字
日
子
敬
則
名
与
実
符
且
視
冨

貴
如
浮
雲
等
霊
□
而
若
谷
贈
以
雲
谷
誰
日
不
可
宜

邦
江
竺
天
指
鐘
筍
拝
首

康
照
四
十
七
年
戊
子
二
月
二
十
九
日
蒙
免
許
従
泉
崎
村
遷
居
子
王
府
崎
山
村

尚
益
王
世
代

康
熙
四
十
九
年
庚
寅
十
月
六
日
為
絵
師
主
取
叙
勢
頭
座
敷
任
令
帰
仁
間
切
仲
宗
根
地
頭
職

尚
敬
王
世
代

康
熙
五
十
四
年
乙
未
春
自
肺
耐
辟
花
鳥
之
画

螂
紳
為
御
用
由
是
自
琉
球
徹
硼
刻
征
就
三

司
官
而
告
下
之
也
手
舷
蒙
令
旨
者
内
府
様
者
京
都
近
衛
摂
政
之
御
事
無
拠
御
人
琳
也
然
則

為
琉
球
之
絵
勢
天
下
尽
可
知
央
若
於
不
能
者
外
聞
之
所
不
宜
也
可
能
書
達
焉
也
於
是
我
誠

致
心
書
写
之
而
同
年
之
夏
上
薩
州
也
是
予
雖
不
敏
蒙
国
恩
而
善
学
絵
画
故
也
自
是
以
下
詔

用
等
救
焉
同
年
之
冬
同
肝
付
主
殿
様
御
用
三
幅
対
中
岩
牡
丹
左
白
梅
右
紅
梅
調
子
地
絹
也

囚
島
津
備
前
様
御
用
花
鳥
画
調
子
地
絹
也
奉
旨
如
右
而
於
明
年
丙
申
春
上
之
也

康
熙
五
十
五
年
丙
申
春
島
津
内
膳
様
御
用
花
鳥
画

一
幅
調
地
絹
奉
令
如
右
而
於
同
年
之
夏

越
渓
鐘
瑛
書

一
〇



上

也
同
年
十

一
月
十
七
日
転
任
知
念
間
切
山
口
地
頭
職

同
五
十
六
年
乙
酉
御
照
堂
御
後
絵
皆
改
作
御
掛
物
由
是
十

一
月
二
十
二
日
起
事
而
明
年
四

月
二
十
三
日
告
成

同
五
十
七
年
戊
成
二
月
十
八
日
叙
座
敷

同
五
十
八
年
己
亥
春
自
御
勝
手
方
相
良
権
大
夫
殿
御
取
次
琉
球
絵

馳
酵
三
幅
有
御
用
也
横

物

一
幅
佛
桑
花
横
物

一
幅
鶏
頭
赤
花
竪
物

一
幅
テ
イ
コ
総
而
調
琉
球
絹
也
奉
旨
如
右
而
上

於
同
年
之
夏

同
六
十
年
辛
丑
正
月
朔
日
夜
園
覚
寺
有
災
上
此
時
御
寺
御
物
釈
迦
涅
槃
像
御
本
尊
焼
失
之

因
舷
於
天
王
寺
正
月
二
十
日
起
事
而
至
二
月
十
日
告
成
也
般
若
御
本
像
十
六
善
神
二
月
十

三
日
起
事
至
二
月
十

一
日
告
成
也
雲
龍
二
枚
二
月
十
四
日
起
事
而
至
同
十
七
日
告
成
也
出

山
釈
迦
絵

一
枚
四
月
五
日
起
事
而
至
同
七
日
告
成
也
尚
豊
王
尚
質
王
御
後
絵
四
月
十
三
日

起
事
而
至
六
月
六
日
告
成
也
因
舷
為
御
硯
水
賜
御
神
酒
御
浸
物
自
奉
行
至
筆
者
絵
帥
頂
戴

之
也

充
正
元
年
癸
卯
五
月
二
十
二
日
於
御
書
院
従
聖
上
賜
中
奉
書

一
束
扇
子

一
箱

同
二
年
甲
辰
七
月
二
日
従
聖
上
蒙
賜
小
奉
書

一
束
国
分
多
葉
粉
二
斤

同
三
年
乙
巳
二
月
十
六
日
於
御
書
院
聖
上
賜
中
奉
書

一
束
唐
金
扇
子
二
箱
同
年
四
月
二
十

六
日
於
同
所
従
聖
上
賜
朱
印
肉
八
十
日
同
年
五
月
七
日
於
同
所
従
聖
上
賜
小
奉
書
二
東
扇

子

一
箱
同
年
六
月
十
五
日
於
奥
御
書
院
従
聖
上
賜
朱
砂
朱
墨
二
挺
同
年
十
二
月
二
十
七
日

従
聖
上
賜
金
入
扇
子

一
箱

圧
跡

同
二
十
八
日
従
聖
上
賜
紫
楓
龍
光
墨

一
挺

同
四
年
丙
午
九
月
二
十
九
日
従
聖
上
賜
白
唐
紙

一
帖
同
年
十
月
五
日
従
聖
上
賜
鳳
尾
茶
十

七
結
朱
印
肉
調
方
於
唐
伝
授
因
是
充
正
四
年
丙
午
奉
憲
令
調
方
全
成
而
斉
焉
子
時
御
書
付

左
記

朱
印
肉
之
儀
此
程
唐
江
御
誂
御
用
相
達
候
処
其
方
調
方
被
仰
渡
御
試
被
成
候
処
成
程
御
用

相
立
候
依
之
及
上
聞
向
後
御
誂
被
召
留
候
問
御
用
之
節
者
随
分
入
念
可
被
相
調
候
尤
其
方

一
人
相
嗜
候
迄
二
而
ハ
御
用
支
モ
可
罷
成
候
條
気
量
之
人
見
合
致
伝
授
其
首
尾
可
被
申
出

候
此
旨
可
申
渡
由
御
差
図
二
而
候
　
以
上

冨
名
腰
親
雲
上

武
村
親
雲
上

山
口
親
雲
上

た
正
四
年
丙
午
之
年
朱
印
肉
並
白
仁
之
調
法
気
量
之
人
江
可
為
伝
授
旨
因
蒙
令
呉
氏
座
間

味
筑
登
之
保
考
同
氏
山
口
子
保
経
両
員
為
伝
法
同
年
九
月
十
二
日
以
書
付
首
尾
方
申
上
也

其
書
左
記

覚

朱
印
肉

白
仁

右
調
法
之
儀
先
年
唐
滞
在
之
朝
伝
授
仕
来
候
付
為
御
試
調
合
被
仰
付
差
上
候
処
御
用
二
相

立
向
後
御
誂
之
儀
御
召
留
私
江
調
方
被
仰
付
候
問
猶
以
入
念
御
用
向
相
調
通
被
仰
付
奉
得

其
意
候
且
叉
私

一
人
之
嗜
迄
二
而
者
御
用
支
モ
可
罷
成
候
間
相
応
之
人
見
合
為
伝
授
首
尾

可
申
上
旨
奉
得
其
意
弟
座
間
味
筑
登
之
二
男
孫
山
口
子
両
人
江
為
伝
授
置
申
候
右
之
趣
御

披
露
奉
願
候
　
以
上

未
九
月
十
二
日

山
口
親
雲
上

芽
正
五
年
丁
未
閏
二
月
十
八
日
従
聖
上
賜
扇
子

一
箱
白
唐
紙

一
帖

同
七
年
己
西
四
月
朔
日
従
聖
上
賜
蘭
書
筆

一
対
竹
書
筆

同
八
年
庚
戊
十
月
八
日
転
任
勝
連
間
切
神
屋
地
頭
職

乾
隆
八
年
癸
亥
二
月
二
日
卒
寿
七
十
二
号
天
縦
翌
日
葬
礼
時
従
聖
上
祭
賜
御
香
五
本
御
玉

貫

一

一



（比
嘉
朝
健
に
よ
る
原
注
）

（原
注
十
六
）
内
府
様
は
近
衛
家
熙
即
ち
豫
楽
院
。

（原
注
十
七
）
琉
球
御
取
次
役
は
薩
州
に
置
か
れ
、
琉
球
関
係
に
携
は
る
役
人
を
云
ふ
。

（原
注
十
八
）
三
司
官
は
琉
球
の
大
臣
に
当
る
。

（原
注
十
九
）
テ
イ
コ
は
梯
梧
、
四
月
葉
落
ち
て
紅
花
を
着
け
る
琉
球
特
有
の
樹
木
。

（原
注
二
十
）
御
玉
貫
は
南
京
玉
を
以
て
巻
き
た
る
錫
の
酒
器
。

粟
国
恭
子

「近
代
沖
縄
の
芸
術
研
究
②
ｌ
鎌
倉
芳
太
郎
と
比
嘉
朝
健

。
琉
球
芸
術
研
究
の
光
と
影
―
」

『沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
研
究
所
紀
要
第
二
〇
号
』
二
〇
〇
八
年
二
月
二

一
日
発
行

仲
村
顕

「伝
世
さ
れ
た
家
譜

（上

。
下
と

『沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
〇
九
年
七
月
二
八

。
二
九
日

仲
村
顕

「
「琉
球
絵
画
」
人
名
事
典
」
『琉
球
絵
画
展
』
図
録
　
一
一〇
〇
九
年
七
月

『琉
球
絵
画
展
』
二
〇
〇
九
年
七
月
十
八
日
―
八
月
二
十
日

（主
催

・
沖
縄
文
化
の
杜
／
沖
縄
県
立
博

物
館

・
美
術
館
）
及
び
、
同
展
図
録

本
稿
で
は

『大
宗
　
欽
姓
系
図
』

（氏
集
　
エハ
上

一八
四
三
）
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
複
製
本
を
校

異
に
使
用
。
米
軍
で
用
い
ら
れ
た
記
録
用
罫
紙
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
中
表
紙
に

「
一
九
四

七
年
　
昭
和
三
二
年
丁
亥
二
月
　
士
口
日
写
之
」
と
あ
り
原
本
は
個
人
蔵
。
比
嘉
朝
健
が
戦
前
確
認
し
た

家
譜
と
は
体
裁
も
異
な
る
後
世
の

「写
本
」
で
は
あ
る
が
、
戦
後
す
ぐ
に
筆
写
さ
れ
た
貴
重
な
家
譜
の

「写
本
」
と
い
え
よ
う
。
な
お

『氏
集
』
の

「地
系
図
落
冊
之
相
」
の
六
番
に

「欽
氏
　
濱
元
里
之
子

親
雲
上
」
と
あ
る
。

前
掲

『大
宗
　
欽
姓
系
図
』
で
は
、　
一
行
日
の
名
前
の
下
は
、
「号
自
了
図
通
大
居
士
」
と
あ
る
。

前
掲

『大
宗
　
欽
姓
系
図
』
で
は
、
「思
乙
」
と
あ
る
。

前
掲

『大
宗
　
欽
姓
系
図
』
で
は
、
「自
了
之
為
人
也
始
生
回
唖
」
と
あ
る
。

前
掲

『大
宗
　
欽
姓
系
図
』
で
は
、

「有
秦
漢
風
」
と
あ
る
。

前
掲

『大
宗
　
欽
姓
系
図
』
で
は
、
記
載
な
し
。

前
掲

『大
宗
　
欽
姓
系
図
』
で
は
、
「中
山
　
王
出
自
了
索
画
素
留
」
と
あ
る
。

前
掲

『大
宗
　
欽
姓
系
図
』
で
は
、
記
載
な
し
。

‐２
　
前
掲

『大
宗
　
欽
姓
系
図
』
で
は
、
「将
軍
家
綱
公
降
奉
」
と
あ
る

本
稿
で
は

『李
姓
家
譜
　
支
流
』
（氏
集
　
一
一〇
十
二
四
七
六
）
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
複
製
本
を

校
異
に
使
用
。
世
系
図
に

「首
里
之
印
」
が
押
さ
れ
た
も
の
で
、
原
本
は
個
人
蔵
。
な
お

『氏
集
』
の

二
十
番
に

「元
祖
古
波
倉
筑
登
之
親
雲
上
喜
廣
長
子
船
越
筑
登
之
親
雲
上
喜
定
支
流
四
子
李
基
昌
崎
親

雲
上
喜
俊
　
李
氏

噺
岬
勁
弊
揺
部
上
」
と
ぁ
る
。
李
基
昌
は
那
覇
士
族
の
家
系
を
出
自
と
す
る
絵
師
。

参
照
し
た

『李
姓
家
譜
　
支
流
』

（氏
集
　
一
一〇
十
二
四
七
六
）
に
は

「父
古
波
倉
筑
登
之
親
雲
上

喜
廣
長
男
船
越
筑
登
之
親
雲
上
喜
定
却
酬
城
腑
腰
却
冊
和
釉
細
赳
曝
畑
肘
朋
肘
」
と
あ
り
。

前
掲

『李
姓
家
譜
　
支
流
』
で
は
、
「母
赤
頭
東
風
平
不
也
女
員
鶴
琥
清
定
」
と
あ
り
。

前
掲

『李
姓
家
譜
　
支
流
』
で
は
、
長
男
の
記
述
の
前
に

「室
員
加
戸
」
の
記
述
あ
り
。

前
掲
『李
姓
家
譜
　
支
流
』
で
は
、
「長
女
員
鍋
柳肺獅竹賊師助朗剛捌艶醐賊制加光安
」
ぁ
り

前
掲

『李
姓
家
譜
　
支
流
』
で
は
、
「順
治
五
年
戊
子
為
絵
師
賜
御
扶
持
米
三
斜
」
と
あ
り
。

前
掲

『李
姓
家
譜
　
支
流
』
で
は
、
「順
治
十
七
年
庚
子
奉
　
』口
為
学
絵
六
月
到
子
覺
府
師
内
藤
等
甫

伝
授
絵
法
康
熙
二
年
癸
卯
十

一
月
帰
国
」
と
あ
り
、
術
字
。

本
稿
で
は

『魂
姓
家
譜
』
（氏
集
　
一
一
‐
〓
二
五

一
）
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
複
製
本
を
校
異
に
使

用
。
世
系
図
に

「首
里
王
府
」
の
印
が
み
ら
れ
ず
、
「写
本
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「琉
球

歴
代
画
家
譜
」
所
収
の

『魂
姓
家
譜
』
と
比
較
す
る
と
互
い
に
欠
落
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
比
嘉
朝
健
が
参
照
し
た
の
は
本
稿
で
校
異
に
用
い
た

『婉
姓
家
譜
』
で
は
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。

前
掲

『婉
姓
家
譜
』
で
は
、
「新
参
二
世
博
莫
」
。
以
下
長
男
博
福
、
次
男
博
忠
、
三
男
博
康
に
も

「新

参
」
が
つ
く
。

前
掲

『婉
姓
家
譜
』
で
は
、
「十
月
十
八
日
生
」
の
記
述
な
し
。
た
だ
し
、
後
世
の
ペ
ン
書
き
で

「十

月
十
八
日
」
の
記
述
あ
り
。

前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
「古
波
蔵
筑
登
之
親
雲
上
」
の
記
述
な
し
。
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別
　
前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、

２５
　
前
掲

『漉
姓
家
譜
』
で
は
、

２６
　
前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、

２７
　
前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、

２８
　
前
掲

『婉
姓
家
譜
』
で
は
、

２９
　
前
掲

『婉
姓
家
譜
』
で
は
、

３０
　
前
掲

『碗
姓
家
譜
』
で
は
、

３‐
　
前
掲

『碗
姓
家
譜
』
で
は
、

３２
　
前
掲

『嘘
姓
家
譜
』
で
は
、

３３
　
前
掲

『婉
姓
家
譜
』
で
は
、

３４
　
前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、

３５
　
前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、

３６
　
前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、

３７
　
前
掲

『嘘
姓
家
譜
』
で
は
、

３８
　
前
掲

『碗
姓
家
譜
』
で
は
、

３９
　
前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、

４０
　
前
掲

『婉
姓
家
譜
』
で
は
、

４‐
　
前
掲

『婉
姓
家
譜
』
で
は
、

４２
　
前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、

４３
　
前
掲

『婉
姓
家
譜
』
で
は
、

４４
　
前
掲

『嘘
姓
家
譜
』
で
は
、

４５
　
前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、

４６

「琉
球
歴
代
画
家
譜
」
で
は
、

て
い
る
が
本
稿
で
は

「壱
」

４７
　
前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、

「三
女
員
味
津
」
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

「随
」
が
欠
。

「迄
同
二
十
七
日
」
と
あ
り
。

「
二
枚
献
」
が
欠
。

「仕
也
」
の
記
述
が
な
く
、
次
の
行
に

「年
戊
辰
九
月
」
が
続
く
。

こ
の

一
行
の
記
載
な
し
。

「十
」
が
欠
。

「賜
御
扶
持
方
五
斜
」
と
あ
り
。

「賜
之
也
米
斜
三
」
が
欠
。

「書
」
が
欠
。

「島
下
」
が
欠
。

「米
三
州
」
と
あ
り
。

「彩
色
」
が
欠
。

「本
上
布
」
と
あ
り
。

「奉
写
焉
」
と
あ
り
。

「賜
島
上
」
が
欠
。

「賜
島
上
布
」
と
あ
り
。

「拝
領
之
也
」
が
欠
。

「厩
書
画
」
と
あ
り
。

「御
褒
賞
」
と
あ
り
。

「拝
日
天
之
御
本
尊
絵
御
褒
賞
也
」
が
欠
。

「上
布

一
端
模
画
御
鷹
之
形
御
褒
賞
也
」
が
欠
。

「金
屏
風
壱
双
」
、
前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は

「金
屏
風

一
双
」
と
な
っ

は

「
ご

に
統

一
し
た
。

「相
調
焉
」
と
あ
り
。

前
掲

『嘘
姓
家
譜
』
で
は
、
「新
参
三
世
博
福
」
。
以
下
、
長
男
博
椒

。
次
男
樽
冨

・
三
男
博
安

・
四
男

博
憲

・
五
男
博
敦

・
六
男
博
陳

・
七
男
博
邑
に
も

「新
参
」
が
つ
く
。

前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
「石
嶺
筑
登
之
親
雲
上
」
。

前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
「石
嶺
親
雲
上
婉
自
謙
」
の
記
述
な
し
。

前
掲

『碗
姓
家
譜
』
で
は
、
「七
十
」
が
欠
。

前
掲

『嘘
姓
家
譜
』
で
は
、
号
は

「知
福
」
と
あ
り
。

前
掲

『嘘
姓
家
譜
』
で
は
、
号
は

「夢
心
」
と
あ
り
。

前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
没
年
は

「充
正
五
年
丁
未
」
と
あ
り
。

前
掲

『婉
姓
家
譜
』
で
は
、
没
年
は

「二
月
十
日
」
と
あ
り
。

前
掲

『婉
姓
家
譜
』
で
は
、
「康
熙
四
十

一
年
壬
午
九
月
二
十
五
日
」
と
あ
り
。

前
掲

『碗
姓
家
譜
』
で
は
、
「拝
領
也
」
と
あ
り
。

前
掲

『婉
姓
家
譜
』
で
は
、
「向
氏
摩
文
仁
里
之
子
親
雲
上
朝
里
」
と
あ
り
。

前
掲

『琥
姓
家
譜
』
で
は
、
「内
間
御
殿
之
時
」
と
あ
り
。

前
掲

『婉
姓
家
譜
』
で
は
、
「随
駕
追
城
」
と
あ
り
。

前
掲

『嘘
姓
家
譜
』
で
は
、
「従
皇
帝
」
と
あ
り
。

前
掲

『琥
姓
家
譜
』
で
は
、
「相
勤
申
候
子
時
」
と
あ
り
。

前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
「焉
」
が
欠
。

前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
「又
」
が
欠
。

前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
「於
御
番
所
御
料
理
御
吸
物
被
下
之
候
」
と
あ
り
。

前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
「賞
」
が
欠
。

前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
「兼
理
」
と
あ
り
。

前
掲

『漉
姓
家
譜
』
で
は
、
「砕
」
が
欠
。
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「覚
写
」
か
ら

「子
七
月
二
十
日
」
の
部
分
ま
で
前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
く
ず
し
字
で
記
述
さ
れ

て
い
る
。

７０
　
前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
「絵
師
主
取

石
嶺
筑
登
之
親
雲
上
」
の
記
述
あ
り
。
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前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
「仕
出
」
と
あ
り
。

前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
「且
手
延
摺
貝
切
之
多
相
廃
り
」
と
あ
り
。

前
掲

『碗
姓
家
譜
』
で
は
、
「あ
ら
こ
つ
き
貝
」
と
あ
り
。

前
掲

『碗
姓
家
譜
』
で
は
、
「用
二
相
立
」
と
あ
り
。

前
掲

『碗
姓
家
譜
』
で
は
、
「之
」
が
欠
。

前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
「ク
」
が
欠
。

前
掲

『碗
姓
家
譜
』
で
は
、
「至
二
候
間
」
と
あ
り
。

前
掲

『魂
姓
家
譜
』
で
は
、
「貝
摺
仮
主
取
掛
而
」
と
あ
り
。

前
掲

『婉
姓
家
譜
』
で
は
、
「為
御
褒
美
米
追
賜
壱
石
五
斗
」
と
あ
り
。

８０
　
那
覇
市
歴
史
博
物
館
に
家
譜
の
所
蔵
な
し
。
（氏
集
四
―
四
四
三
に
該
当
か
？
）

８‐
　
那
覇
市
歴
史
博
物
館
に
家
譜
の
所
蔵
な
し
。
氏
集
で
も
該
当
す
る
家
譜
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
。

き
な

。
だ
い
さ
く
‥
那
覇
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員

く
ら
な
り

。
た
ろ
う
‥
那
覇
市
立
壺
屋
焼
物
博
物
館
主
任
学
芸
員

て
る

。
ひ
ろ
し
‥
那
覇
市
歴
史
博
物
館
古
文
書
解
読
員
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